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� 「がん患者会・サロン ネットワークみやぎ」事務局 �

『がん患者会・サロン

ネットワークみやぎ』

● 今年もリレーフォーライフへ参加します︕ 皆様のご協⼒をお願いいたします‼

⽇時︓8月26日(土)〜27日(日) 会場︓地下鉄国際センター駅前広場

〜 平成29年度 第1回 交流会が開催されました︕〜

当⽇は、宮城県のがん対策について（⼋巻班⻑）、宮城県がん総合⽀援

センターの役割について（針生相談員）のお話をいただくと共に、参加団体の
皆さまにもそれぞれの活動紹介をしていただきました。宮城県⽴がんセンターの

藤谷先生からウィッグ助成についてのご質問をいただき、りんりんの会の髙橋代
表より回答がありました（下記参照）。
今回の交流会では「ネットワークみやぎ」が目指す目標に向かって、ロゴマーク
を形づくっている�同志のつながり合いが深まり、⼀つの輪になって、少しずつ回

り始めてきたのではないか…と感じることができました。「がんサロン︓はなたば」

の皆さん

● 患者アンケート調査（平成29年3⽉〜4⽉実施）へのご協⼒ありがとうございました。

現在、最終報告書を作成中です。 アンケート配布総数532、回収数271(51％)…5月1日現在

7/6 河北新報に中間報告が掲載されました。

〜第16回東北⼤学病院市⺠公開講座に参加〜
展示コーナーで、患者会・サロンの情報提供をしました

6月17日㈯ 国際センターにて開催された東北⼤学病院主催市⺠公開講座で展⽰コーナーに参加しました。
当日は横断幕やのぼり旗を掲げ、13団体様からご協⼒いただいたポスターを壁⼀⾯に掲⽰しました。

またテーブルには、タオル帽子と、補整用手作り
パットをそれぞれ展示しました。参加者は思い思
いに、手に取ったり、被ったり、詳しい作り方につい
て質問するなどしながら、会場はとても賑やかなそ
して和やかな空気に包まれていました。
⼀つの目標に向かって皆で協⼒し合いながら進

むことの⼤切さと共に、その喜びを感じられる展⽰

コーナーでした。ご協⼒いただいた皆さま本当にあ

りがとうございました。

6月9日㈮ 宮城県対がん協会において交流会が開催され、15団体28名の方にご参加いただきました。
今年5⽉に「がんサロン︓はなたば」様が加⼊し、現在の加⼊団体は25団体になりました。

県内初の画期的な取組として「がん治療に伴う医療⽤ウイッグ購⼊と補整⽤具の助成

事業」が今年度から栗原市で開始されました。りんりんの会では３年ほど前から患者の声

として⼤崎市加美町等の議会に訴え続けてきましたが、やっと念願が叶えられました。この

取組が県内にも広がっていくことで、全ての患者様が平等な支援を受けられるようになるこ
とを切に願っております。 〈りんりんの会代表︓髙橋修⼦〉

＝ウィッグ助成事業開始︓りんりんの会の活動が実を結ぶ＝

りんりんの会代表


